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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、電力半導体素子の動特性上の安全動作領域を素子の静特性から明示する手法を開発し、

それを素子設計に利用して設計期間を大幅に短縮できる設計法を創出したものであり、電気電子工

学上の価値ある業績である。 

 


